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魯

　 基底層 よ り機能厨 に 入 る や ，

一
時 血 管 は，太 さ を増す

も， 聞 もな く細 くな り， 略 ≧垂直に 丙膜表面蓬到 逹 し て

い る・但 し中央部 で は若干 の 螺旋状廻旗 を 認め ，内膜 上

皮 下   ・3皿 m 迄 の 聞 で は ， 横走蛇行 を 認め た．叉一
部 に は

出血 し て い る小靜賑を見 た．

　 2，墸殖期 ， （卵 ホ の み 作用時期）， 内膜の 厚 さは ，1．5
・v3 ．lmm

， 増殖期全般を遘 じ て，略 M 司樣 な 所見 を 呈す

る．

　 基底層 を垂直 に 通過 した 血 管 は ， 機能暦 の 中央部迄達

す る と， 太 くな り，且 ゆ る や か な 螺旋 を電 い て 上 昇 し ，

又 細 くな り，内膜上 皮 下 に 毛細血 管網を形成 して ， 上 皮

直下 に 至 る．毛 細頚L管網 は ， 横走 す る もの 多 く，
一部短

い 垂 直方向 の 毛細血管も認 め られ た．

　 3・ 分泌fiu期 ， 黄 ホ ， 卵 ホ ， 作用時 期

　 内膜 の 厚 さは 2．4〜3．3mm
， 螺旋状血 管は 糟殖期 の そ

れ と 差は 認 め られ な い が ， 上皮下 毛 細血 管は 鑚走 ， 蛇行

が一
層緻密化 し， 垂 直方向へ の 延長が 認 め られ た ．横走

す る毛細管 は著 明 に 壙張す る．叉
一

部 に 靜賑洞樣 の 櫨張

を 示 し， こ の 部 に 於 て，動靜脈吻合 を 認 め た．上 皮下

9．2mn 浬迄毛細血 管 は 認め ら れ な か つ た 。

　 乱 　分泌後弸 （卵 ホ ， 黄 ホ の 急墜期）

　月經開姶2 〜3 日前 よ り， 内膜上 皮下 毛飆血 管 の 鹽張

は 減退 し ， 擁張 は ， 小靜朕の 方向に 及び ， 次第 に 機能層

下部迄波及 し ， 結合織 を壓迫す る よ うな 形態を 示す．螺
旋歌血管は ・ ゆ る や か 螺 旋 の 直 徑 が短 か くな つ て 來 る の

を 認 め た ．

54・ 出血性 Metropathieに對す 翳疑義

　　　　　　　　　　　　　（京都市）　木村　嘉
一 ！

『
‘

私は數年來 ・ 不 正 出血 の 子 宮内 膜 の 病 理 承蠍 襁 索を

行 つ て ・數次 に 互 つ て 報 告 して い る．昨年 は 結核性内膜

炎 の 在 る 事を發表 した が ， 今囘は Allergie性變化 に 一

致 する 病變を屡 ≧認 め ら れ る の に 氣付き
『
， 其所見 を邇

べ
， 併せ て 其變化 の 意義に 就 て 考察 して 見度 い と 想 う．

　所見　之 を便宜 上 ， 初期 ， 極期 ， 末期 の 症例 の 3 群 に

分 け て読明す る と 了解 し易い 。

　
1・ 初期 症例 ・ こ の 時期 で は ， 内膜 の 上 皮及び腺 上 皮

は 何れも肥大 して 齣 ・ 問質は 淨腫歌を 呈 し脈 に 馳

鼇が あ る・こ の 出蝿 の 部 分 で は 間質細冒包の 壞死 が 見 ら

れ る．

2 ・ 極期症例 ・ こ の 樣なen期 の 變化 は ，次第 に 出血 及
び 淨腫 の 高度 と な る と共鴎 上 皮 の 空胞變性，腺 の 獣
癢張澗 質の 舳 に 由碾 死，こ の 尠 E膿 は 次第し囓
脱 され て 行 く， そ の 跡 に は 上 皮 の 再 生 が 起 つ て 來 る．こ

の 様な變化は 内膜の 所をか え て，次・セ に 趨つ て 來 る爲，

臉索に 組織片 を取 る 際注意を 要 す る ．

　 3・ 宋 期 症 例，こ の 樣 に 梢次 い で 起 る 内膜 の 腰死 は ，

絡 に は漫性内膜萎縮症へ と移行 し，上 皮 は 葬薄 と な り，

圓柱上皮 は扁甲 上 皮 へ と 化生 し，腺 は 減少 し ， 間質細胞

も萎縮 し ・ 墓底暦 に は屡 々 血 擾形成 を 認 め る事 が 出來 ，

そ うし て Stermberg 型亘 細胞を俘 い ， 單球， り y パ 球

に 由 る 離臘 反應 が見 ら れ る．

　 考鞍 之等 3 群 の 病變 を 一
貫 し て 主導して 居 る 變化

は ，頸L管壁 を通 じて 行われ る促進され た滲出乃至出血 の

磯轉 で あ る．初期例 に 於 て 内膜前毛細血 管 に 見 られ る 血

管壁 の 膨化，内 皮黐胞 の 肥大膾加 ， 血 管内腟 の 赤血 球 の 膠

着等は 血管自體の 變化 で あ り， 滲出機轉 の 昂 ま つ て い る

事 を 示す もの で あ る．内膜 の 壌死 は總て 灣出性變化 の 高

度 の 都 に の み 認 め られ る ．同 時 に 輕度乍 ら存在す る單瑜

リ ン パ 球の 浸潤 と共 に 滲出性炎 と し て 理解され る譯で あ

る。然も麗 匁見 られ る 血管内硝子 樣 血 栓 ， 血 管周圍 の 細

胞浸潤 Sternberg 型互紬胞 の 出現等は ， さ x やか で は あ

るに せ よ抗體反懸 の 場 と して理解され て も よ い もの で あ

ろ う．軟意昧 で Allergie發生 読 が提唱 さ れ る の で あ る．

勿論 血 管 を 主 體 と す る 變化で あ る以 上 ， 動脈硬化 ， 洫管

の 透過性 の 昂まる種 々 な原因に依て も類似 の 變化が 起 り

萎縮炎 へ と移動す る の は 賞然で あ る が ， こ の Sternberg

亘細胞を 示 す斯 る 炎症 に は組織 Allergie の 概念 を 度外

靦 し て は 理解出來ない もの で あ る． こ の 場合 Sch博 der
の 殘存濾胞 の 意義，役割は 更 に 強討 を 要 す る 問題 で あ

る ．

　結論 私は 現在迄に 出血性 Metrophathieと 總括 され

て い る疾患 の 内に は ， 血管系 の 變化を 基調 と し て 發 生 す

る もの X あ る事 を遞 べ 7 初期の 内膜肥大増殖 か ら ， 滲出

出血 に 由 る 内膜 の 壞死 ， その 脱落，

一
方 に は 其再 生 等を

繰 り返 し，長 い 經過 の 後，萎縮性子 寓内膜炎 へ と移行 す る

もの で あ り，血 管 に 於け る AIIergie性變化， 細胞反應 ，

滲出性驥轉 が 主 導的役割を演 じ， そ こ に は 組織 A亘lergie
の 観念を以 て 理解 され ね ば な らない 變イ匕の あ る こ と を 擧

げ た の で あ る．之 に 饗 す る 諸賢 の 注意 を喚起し， 併せ て

御批 判 を賜 り度 い ．

55・　所謂i麗驗的メ ト ロ パ チ 躙 と椎骨動朕

　　　　　　　　　　　　　 〔東大）　 坂 元 　正 ．一

　閲腦 下 垂 體卵漿系 とい う一連 の 機能系 に 於 て，生 體

が 正 常 な性周期を營む爲に は 問腦下垂騰か らの 下 行 性刺

戟 の み で は 不 十 分 で ，卵災か らの 性 ス テ ロ イ ドが 適嘗な

侵襲を之 等 性上 位中躔 に 及 ぼ さね ばな らぬ と云 う事 は 今
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日内分泌學上 の 常識 で あ る・こ の 末 梢 性腺 が 前葉機能 を

調 臨す る事を ス テ ロ イ ド コ ソ 1・ロ “ル と 呼ぶ の で ）つ

て ，暁 の 逆行陸調節 の 經賂， 作用點 ， 性周期 へ の 影響の

研究 は 現在 の 電 要 な課題 の 一つ で あ る・1952年小 林 7 小

林が性中福 と 椎骨 動 賑との密接 な 儀能的闘係 を見 出 し た

事 か ら，
ス テ ロ イ ドホ ル モ ソ の 中櫃作肺 こ 於

’
C も本動脈

が 重 要 な役割を 演 じて い る 事ぽ 想傑 に 難 くない ．私は 雌

性白鼠の 兩側椎骨動朕を結紮す る こ と に よ り性 ス テ 卩 イ

ドの 申樞 に 對 す る量的遮斷 な 試み ， 甚 だ 興 陳 あ る結県を

得・た の で そ の
一部 を 報 告 す る．

　ま） 兩側椎骨動脹結紮 の 白鼠腟脂留 こ 及 ぼ す影響： 嬲

重 79− 一）．3Dg の 成熱白鼠U 例 〔A 群）， 及び體璽 30g 前後

の 幼翡白R8 例 〔B 翻 の 兩 側椎骨 動脚貶 血 管縫合絲を J’1

て，as　］．， 第 2 頸椎問 で 結紮，其 の 後 8tl．・・153 日間に 互

り毎 日 1 囘腟脂膏を観察 し た．對照1こ 比 し， 靜止期 が短

く ， 發『青期 が 特 に 長 く且 つ 頻發 し，發隋雨及 び 後期 が 多

い ．之 は何等發癢物質 を 撲與す る事 ta く，而 も生 體 内 ［一

人 工 的 エ ス ト ロ ゲ ン 過剩症 を起し得 た 事 に な る t’）で あつ

て 莚だ興 昧 が深 い ・

　 2）　性器 に 於け る形態學的變化 ： 子 宮 ， 卯ig共 に 肥大

充 血著 明 ， 子 宮 は
…見 淨腫朕 を 呈 し，卵集に 大黄體多數

を 見 る，結紮23例，對照 13例 に 就 て，體貢 ユg 常 りの 重

量 を 比較す る と ， 前潜子宮2．9mg ， 卵策0，385mg ， 後者

子 宮2．47mg ，卵 欒0，242mg で 明 ら か に 増量 L て お り，腟

脂膏所見 を裏付け る もの で あ る・

　3） 前葉，子 宮 ， 卵輿 に 於 る組織學的變化 二 詢葉 ： 著

明 で は な い が 鹽 基 好
II

生細胞稍 よ増量・劇 包形 成を伴 うも

の 等 が 邊纖 部に 見 られ る ．子 宮 ： 内 膜 の 肥厚，増殖，室

泡化，多暦化あ り．剖檢時 の 性 周 期 に 關係 せ ず．皮質細

胞は 膨化 酸 好 矚 腕 が 目立 つ ，子 宮腺内腟 の 擴張・細

胞 の 分泌像の 見 られる もの あ り．卵集 ： 累 ・を た る稍 ζ陳

舊な大黄體 裂）存在 が特徴．以 上 の 變化は 殆 ど 全 例 に 見 受

け られ た．ペ レ ツ ト移植に よ る エ ス ト ロ ゲ ソ 過剰症 で は

子 宮變化が 頚似す る 他，か L る變化 iaく， 明 らか 1こ 中櫃

性 に 惹起され た 迷化で あ る事が到 る・

　 4） 對照 と し て 同隷 の 手 術的侵襲（結紮 の み 行わ ず ）を

加 え た成熟白鼠で は 其 の 侵 襲 よ e
？の 恢復後，從來 の 性周

期 を繰り返 し て 農 り， 從 つ て ］．） の 發情頻發 ぱ 手循 の 影

響 で は な い ．未發表の 實驗結果 な も綜合す る と ， 本方法

ICよつ て 中樞 ぽ 機能亢逕を示 し ， 生 騰 内に エ ス ト ロ ゲ ソ

過剰症を 起すもの で あ つ て ，本動脈 の 性 ス ナ ロ イ ド 中樞

侵襲路と して の 役割を確認 せ る の み な らず ， 全 く新 しい

ス テ ロ イ ド コ ソ ト 卩
一ル 研究法を發見 し欝 た と信ず る も

の で ある ．

56． 機能性不 正 子宮出血 の 血渡凝固學的研 究

　　（第 1 報）

　　（東京醫大｝　松本 呼
一一

， 尤連 　貴

　　（東京螢大 血 液 劉 　輻裁勝博 ，菅野浩4「．

　所謂機能性不 正 子 宮出跏 り 珊血機轉 に 就 い て 1よ，主 と

し て 内分 泌擧的見昆 よ り解釋 され，近時下垂腔
。
聞腦系 よ

り、一綜合的麟察 と共 に ，内膜血管 の 解剖 生 理 學的 戸 よ 自

律 島經系よ ：
） も檢討 され て 居 る．其 の 代表的 と稱 ぜ ら れ

た 腺性内 摸墫殖症 が 比較臼勺少 19 く， 又内膜 の 紐 償 飛 的變

化 が必 らず し も吊血 の 婆件 と な り得 な い こ と が 明 らか と

な りつ 娘 ，る今 日， 其 の 出血 機轉 ば 釜 嵐 複維化 し た 惑 が

あ る ．そ して 從來強討 された 面 の 3医で は持續的出血 が 灘

り得 る絛件 ．乙 浦足せ しむ る もの で な い 事 は 周知 で あ る，

　 こ L に於て我 々 は 主訴 た る出血 時 に 全 身的 な出血 傾 向

の 存 在 が 或は 一つ の 因子 を形 成 す る の で は な い か と考 え

た．

　そ こ で 腺
．
跳内膜症 3 酬 ご含 む 本症8 例に 就き ， 且証液凝

固墨白勺觀察を行 つ ノこ と こ ろ，打！血 時間 ， 凝 血時閲 ， 並L小

板數，プ V ト ロ ソ ビ ソ 量 ， カ ル シ ウ ム ，ブ イ ブ リ ノ
ーデ

ソ 横 こ は 糠 こ變化を 認め な カ・つ た が ，
8 例中 7 例 に プ r ・

ト ロ ソ ビ ソ 『專化に 際し，電要な因 子 で ある ト 卩 ン ポ プ ラ

ス チ ン 及 び 亅血漿 プ ロ ト ロ ソ ビ ン 鱚化促進因子 が著 明 な減

少 を 示 し，明 らか に 出血 傾向 の 存在を 認 め た・又 ， 本症

と 密接 な關係 に あ る 正 常月經 に よ る凝1百醗 序 の 變動 を 遘

求せ る に ，月 經第 亅 Hlこ は，本症 と略 1同様 な變化が 見

られ終了 と共 に急速 に 正 常値 に 復歸す る 吃 認 め ，本症に

於 け る 内 分 泌 耄凋 と考 え合す と き7 凝 J血因子 と 内分泌 と

が 或 る關係 に 在 る の で は な い か と想傑 され る．又 ， 非機

能性子宮出血 と し て 子 宮筋腫及び妊娠早期流産 に 就 い て

は何 れ も凝血 驥序 lc變動 な く， ユ カ 月牛
1
こ 寛 り才寺績的畠

JitLを來 た し た 筋腫 の 1 例、こ 於 て も貧血 に よ る プ ロ ト ロ ソ

ビ ソ の 稍 ≧減少を 認 め る 以 外何 等の 變化 が なか つ た・

　 以上 8 症例に 就き凝 血 學的離察を 行 つ た の で あ る が・

ト ロ ソ ポ プ ラ ス チ ノ ヂ エ ネ
ー

ス の 滅少 は ， 脚ち 血小板機

能 の 低下 を 示す もの と 考 え られ，今後多數例に 就 ぎ 血 液

凝固學酌觀察を 行 うと 同時 に ， 正 常周 期 に よ る 凝 血 機 序

の 變動 ， 内分 泌 と凝 血 群序 と の 關連性 を追求す る 所存 C・

あ る。

　57． 盤來見解の 一致を見 ない 卵纂充實性腫瘍第

　　 3群に就し、 て

　　　　　　　　　　（慈大） 樋ロ ー咸，劉 　偉 亜

　 昭 和27年 度 第 4 囘 日本産 科 婦ノ・科墨鯨 艙 に 於 て ， 演
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